




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
我が国の農業総産出額は平成28年以降約9兆円前後で推移している。品目別割合では、畜
産が約37%（約3.3兆円）で最も大きく、次いで野菜が約25%（約2.1兆円）、米が約16%を
占めている。

●問題Ⅲ-2
正解は④
有機農業推進法第2条において、有機農業は「化学合成肥料及び農薬を使用しないこと（
d, e）」「遺伝子組換え技術を利用しないこと（b）」を基本として定義されている。

●問題Ⅲ-3
正解は②
直播栽培は、玄米ではなく種籾（催芽籾やコーティング処理した籾）を水田に直接播種し
て栽培する方法である。玄米を直接播いて栽培するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は①
いもち病は風通しや日当たりが悪化する密植や、葉身が軟弱化する窒素過多で多発しやす
い。一方、植物体の表皮細胞をケイ化して病原菌侵入を防ぐケイ酸は発病を抑制する。

●問題Ⅲ-5
正解は②又は③
ソバは昆虫によって受粉される虫媒花であり、風媒花とする③は誤りである。また近年の
分子系統学等の研究では中国西南部の山岳地帯が起源地とされ、②も不適切として正答と
なった。

●問題Ⅲ-6
正解は④
マスカット・ベーリーAは、新潟県の川上善兵衛がベーリーとマスカット・ハンブルグを
交配して日本国内で育種・作出した品種である。米国で育種されたとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-7
正解は①
フキはキク科に属する多年生草本であり、アブラナ科ではない。キャベツやダイコンはア
ブラナ科であるが、フキをアブラナ科とする組み合わせは植物分類学上誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
プラスチックハウスはガラス温室に比べて光の透過率がやや劣り、気密性が高いため室内
湿度が高くなりやすい。ガラス温室より透光性が良く湿度が低いとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-9
正解は②
露地栽培は施設栽培のような閉鎖空間と異なり、気象条件の影響や天敵の分散・逃亡、外
部からの害虫の継続的侵入があるため、天敵のみに依存して害虫を防除することは極めて
困難である。

●問題Ⅲ-10
正解は③
雑草の総合防除（IWM）は、化学的防除（除草剤）を排除するものではなく、物理的・耕
種的・生物的防除と化学的防除を適切に組み合わせて被害を抑える防除体系である。

●問題Ⅲ-11



正解は①
農薬のドリフト（飛散）は、散布液の水滴サイズ（粒子径）が細かく小さくなるほど風に
乗って遠方へ流亡しやすくなる。水滴サイズが大きくなるとドリフトしやすいとする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は①
低温殺菌（パスチャライゼーション等）は、牛乳などにおいて60〜65℃で30分間程度加熱
処理する方法である。60℃・30秒とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-13
正解は③
ペニシリンなどのβ-ラクタム系は細菌細胞壁合成を阻害する。ストレプトマイシン等は
リボソームに作用してタンパク質合成を阻害し、リファンピシンは核酸合成を阻害する。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
栄養機能食品は、国の個別許可や事前届出は不要であり、定められた規格基準に適合して
いれば事業者の責任で規定された栄養成分の機能表示ができる制度である。

●問題Ⅲ-15
正解は④
食品ロス量は、食べ残し、直接廃棄（手つかずの廃棄）、過剰除去（厚むき等）の合計で
あり、純食料のうち廃棄により利用されない量とする定義記述は不適切である。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
ソモギー・ネルソン法は還元糖、ローリー法はタンパク質、プロスキー変法は食物繊維、
フェノール・硫酸法は全糖量の定量法であるため、⑤の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-17
正解は②
食品を緩慢凍結（ゆっくり冷却）すると、氷結晶の生成数が少なく大きく粗大に成長して
細胞組織を破壊する。急速凍結したほうが氷結晶は微小になるため、②の記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-18
正解は④
鶏卵の構造において、受精・胚発生の起点は胚盤(A)、卵黄を中央に支持するひも状構造
はカラザ(B)、粘度の高い卵白は濃厚卵白(C)、鈍端側の空隙は気室(D)である。

●問題Ⅲ-19
正解は②
ウマの妊娠期間は約335日（約11か月）であり、主要家畜の中で最も長い。ウシは約280
日、ヒツジは約150日、ブタは約114日であり、ウマが最も短いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
体重や乳量などの量的形質は多数の遺伝子（ポリジーン）と環境要因の影響を強く受けて
決定され、表現型が連続変異を示すため単純なクラス分けができない形質である。

●問題Ⅲ-21
正解は①
畜産環境問題の苦情件数において、日本国内でも悪臭に加えて水質汚濁や害虫発生が大き
な割合を占めており、悪臭や騒音のみを中心とする記述は実態と異なり不適切である。

●問題Ⅲ-22
正解は③



動物福祉の5つの自由における「痛み・けが・病気からの自由」は、日常的な適切な予防
管理や早期発見、迅速な診断・治療によって達成されるものであり、単なる痛み止め飼料
添加ではない。

●問題Ⅲ-23
正解は④
口蹄疫は牛や豚等の偶蹄類に極めて強い伝播性を持つが、成畜における致死率は通常数%
程度と低い。成畜の致死率が60%を超えるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は①
農村自然環境は長年の持続的な農林業活動や共同管理を通じて形成・維持されてきた二次
的自然である。画一的規格化ではなく地域性に配慮した柔軟な設計が求められる。

●問題Ⅲ-25
正解は③
コールタールは石炭の高温乾留によって副生する化石資源由来の芳香族炭化水素混合物で
あり、生物資源（バイオマス）ではないため、炭化の原料例として不適切である。

●問題Ⅲ-26
正解は④
骨材中の反応性シリカがアルカリと反応してゲル化膨張する現象はアルカリシリカ反応（
ASR）である。二酸化炭素によりアルカリ性が失われる中性化とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は②
常時排水路の設計水位は、水路沿いの地面標高ではなく、圃場暗渠の排水管出口標高（作
土下の排水位）以下に保持して地下水位を下げる必要があるため、②は不適切である。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
水稲の冷害防止等のため、ダム等の水源水温が低い場合は温水路や回し水路を設置し、表
層取水設備を設けて水温を高めて灌漑する。基準年は通常10年に1回程度である。

●問題Ⅲ-29
正解は③
切土により露出した自然地盤と、盛土転圧地盤では、土粒子の締まり具合、間隙比、密
度、支持力、圧密沈下特性などの力学的・工学的性質が大きく異なるため、同一とする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は④
作業環境の整備や事故防止、第三者の安全確保、騒音・振動等の公害防止を行う管理業務
は「安全管理」および「環境管理」に属する。労務管理（雇用や賃金等）とする記述は不
適切である。

●問題Ⅲ-31
正解は②
ゾーン型フィルダムは、遮水壁に土質材料以外の人工材料を用いるものではなく、中心コ
アや傾斜コアに粘性土などの土質遮水材料を用いて築造するフィルダムである。

●問題Ⅲ-32
正解は①
標準貫入試験は地盤の硬軟を判定するN値を求める原位置試験である。質量63.5kgのハン
マーを760mm自由落下させ、SPTサンプラーを300mm打ち込む打撃数を測定する。

●問題Ⅲ-33
正解は③



管水路の定常流において、連続の式（Q=Av=一定）より、管路断面積が1/2に縮小された部
分の断面平均流速は縮小前の2倍となるため、③の記述が水理学的に適切である。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
周辺の地価や住宅価格の変化から環境価値を推計する手法はヘドニック法である。CVMは
仮想的な支払い意志額をアンケート調査で直接尋ねる表明選好法であるため不適切であ
る。

●問題Ⅲ-35
正解は②
リスクマネジメントは、災害発生前における平時の危険要因の特定・評価や被害軽減・予
防対策を含めた総合的な管理手法であり、災害発生時に限定される行動ではない。


